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はじめに

背景そして目的とテーマ
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安平町は、北海道で初めてオーガニックビレッジ宣言をした自治体であり、
有機農業の先進地として、地域全体において持続可能な農業や食文化の形成
に貢献しています。その取り組みが北海道全体へ広がることが期待されてい
ます。

また、安平町はユニセフの「日本型CFCI実践自治体」として、子どもにや
さしいまちづくりを推進する先駆的な存在です。本イベントは、有機農業の
推進と地域社会への教育的な影響を結びつけるものです。

このイベントの目的は、安平町が進めているオーガニック給食や子どもにや
さしいまちづくりの取り組みの意義を地域住民へ伝え、共有し、地元への誇
りと郷土愛を育むことです。テーマとしては、持続可能な農業を推進し、次
世代に向けて健康で豊かな食卓を守るための知識と技術を共有し、地域全体
が連携して取り組むことの重要性を再確認することに焦点を当てました。

今年度のイベントでは、国際的な視点を取り入れ、フランスの食文化、食育
やオーガニック給食に学ぶ機会を提供しました。親子料理教室、専門家の講
演会、パネルディスカッションを通じて、食と環境、そして地域社会のつな
がりを深く考える機会を提供することを目指しました。



■参加者数 総参加者数 70名
 

・親子料理教室 親子9組21名
・講演会およびパネルディスカッション 40名
・ボランティアスタッフ　9名

 
 
 
 

■名称  『未来につながる！地球にやさしい食卓への旅 』

■開催日時 2024年8⽉3日（土）10：00～16：00
■開催場所　安平町早来学園 まなびお
 ■実施内容 ◇親子料理教室

 
 

五感を使ったフランス流の食育プログラムや環境に配慮した
オーガニック料理を体験する親子料理教室。
※調理後は交流会を兼ねた試食会を開催。

◇CPPフランス講師による講演会

◇パネルディスカッション
 
 
 ■主催
■企画運営
■講師派遣
■協力
■後援 
 

安平町農業再生協議会
NPO法人めぐりる（旧NPO法人ナチュラルスクールランチアクション）
NPO法人こどもと農がつながる給食だんだん（CPP Japan）
安平町有機農業推進協議会・北海道有機農業協同組合
安平町・安平町教育委員会

（敬称略）

イベント概要
実施概要

実施実績
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講師紹介①

03-①

CPPフランス創設メンバー

調理師免許取得後、3年間一般の飲食店での経験を積んだ後に、給食のケータリング事業
を行うコンパスグループ EUREST会社で調理主任。

ラ・サジェス共済病院で調理責任者。

2006年から、“La p’tite cantine gourmande”オーガニックでローカルの食事(50人から150
人分)を提供できるキッチンカーを開発し、食事を提供する個人事業を開始する。

2006年−2024年2月ブルターニュ地方ブリュ市の1400食/日提供する公共セントラルキッ
チン(保育園・幼稚園・小学校対象)の調理主任。
100%オーガニックで100%手作りの給食を実現し、2023年に有機認証団体エコサートか
ら有機給食調理場の認証を受ける。

2018年から、Collectif les Pieds dans le Plat(CPPフランス)の調理講師。

2022年インストラクターになるための精神病理学と神経科学の講習受講。
現場の調理員がより活き活きと仕事ができるように調理技術・人間関係・調理現場の制
約、さまざまな課題に対して、寄り添った講習となるように努めている。

2011年に、レンヌ第二大学で〈Diplôme des hautes études en pratiques sociales(社会実践
における高度研究)〉の修士号取得。
論文: “La place du cuisinier et l’éducation au goût”「調理人の居場所と味覚の教育」

JEAN- JAQUE GUERRIER

ジャン=ジャック・ゲリエ
CPPフランス調理講師

経歴

学歴
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講師紹介②

2012年、市民団体〈Pas d'usine On cuisine!(工場はだめです、私たちは料理をし
ます!)〉を有志の保護者と創立する。
学校給食の運営方法の理解や議員との協議の進め方など、学校給食の質の改善を求
める他地域の保護者をサポートする活動をしている。

2016年、有機推進団体〈Un Plus Bio〉より〈Engagement citoyen des cantiles
rebelles〉を受賞。
保護者としての地域の学校給食の質の改善への運動が認められる。
2020年から非営利団体〈Bio Consom'acteurs(オーガニック、ローカルそして公正
な消費者になるための啓蒙をする団体)〉の理事。

2019年には栄養士の資格取得。
有機認証団体エコサートの有機給食認証ラベル〈En cuisine Ecocert〉のワ
ーキングチームメンバー。

2020年より、非営利団体〈Collectif les Pieds dans le Plat(CPP)〉の栄養士講
師、持続可能で健康的な学校給食のためのコンサルタントとして活動。

2021年、〈Scic Nourrir l'Avenir〉の創設メンバー及び理事。
2022年からは会長任務。

2021年から、イル=ド=フランス地方圏パリ・ローマンビル市にて、初めて
の100%オーガニック100%手作りの自校式小学校給食プロジェクト成功。

ISABELLE BRETONIER

イザベル・ブルトニエ
CPPフランス栄養講師

経歴
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親子料理教室

0４

教室では、安平町産の有機野菜を
使用し、トマトのコンカッセ、人
参とズッキーニのタリアテッレ、
ナスのキャビア風などのメニュー
を調理。

試食会には安平町の町長や教育
長、生産者の方々も参加し、食を
通じた交流が図られました。地元
産の安心・安全な食材と作り手の
顔が見える食事の大切さを再認識
する機会となり、参加者からも
「家でも実践したい」「五感を大切
にした料理が印象的」などの好評
な声をいただきました。

親子料理教室は定員の倍の応募を
頂いたため、抽選での参加となり
ました。講師ジャン・ジャックか
らは、五感を通じたフランス流の
「味覚の勉強」について説明があ
り、子どもたちは食材の色や香
り、触感を言葉に表現すること
で、食への理解を深めました。

栄養士イザベルによる栄養価や食
材の特性についての解説も行わ
れ、子どもたちは五感をフルに使
いながら料理を楽しみました。野
菜くずは出汁に使用後、地元農家
の畑に戻すなど、循環型の取り組
みも実践しました。

『未来につながる！地球にやさしい食卓への旅 』事業報告書



講演会＆パネルディスカッション

0５

参加者からは「フランスでは環境
への配慮が広く浸透していること
に感心した」「コスト削減も可能
だと知って驚いた」といった反応
が多く、共感と驚きの声が寄せら
れました。

講師イザベルとジャン・ジャック
による、地域と健康・環境に貢献
する学校給食の可能性について講
演が行われました。フランス・ロ
ー マ ン ヴ ィ ル の 事 例 と し て 、
100％手作りかつオーガニックの
給食プロジェクトの背景や経緯、
課題と成果が紹介され、オーガニ
ック食材の使用が地域経済や自給
率向上にどのように役立つかが語
られました。

パネルディスカッションには、講
師のおふたりと安平町の及川町長
や井内教育長、北海道食育コーデ
ィネーター平島美紀江氏が登壇し
ました。

『未来につながる！地球にやさしい食卓への旅 』事業報告書

各パネリストが「食育やオーガニ
ック給食が次世代に及ぼす影響」
について意見を交わし、「持続可能
な未来への食育の重要性」が再確
認されました。また、各地で取り
組みを進めるために必要な「丁寧
かつ確実な進行」の重要性も共有
され、今後の課題が浮き彫りにな
る意義深い場となりました。



制作物（チラシ・小冊子）
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オーガニックフェスタで配布の
有機農業の意義をやさしく伝え
る絵本タイプの小冊子「やさい
のおはなし」を作成。
巻末には安平町の有機生産者を
掲載。
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■期　　間　2024年8月3日～8月25日
■募集方法 インターネットGoogleフォーム
■総　　数　20件 

 
 

 
 
 

アンケート結果

調査結果
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親子料理教室に9組21名、講演会＆パネルディスカッションに約40名の
ご参加いただき、インターネットによるアンケートの回答数は20件でし
た。
参加者の年代は30代が45％、次いで40代が30％と比較的若い子育て世代
の方に多くご参加いただけました。
地域別では安平町内から参加が65％、町外からの参加が35％でした。
イベントの総合的な満足度は非常に満足80％、満足が10％、合わせて
90％の方に高評価をいただきました。
それぞれのコンテンツや全体への感想、ご意見も多くいただき、フラン
スの事例やオーガニック給食の可能性に感銘を受け、希望が持てた等、
前向きな意見が多くみられました。

アンケート調査の方法



 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

08-①
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アンケート結果詳細①



 
 

 
 
 

16（80％）

 
 
 
 

 

08-②
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アンケート結果詳細②
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Q7.『親子料理教室』に参加された方は、心に残ったことなど、感想を
お聞かせください。

・トマトのスープ我が子は食べれないかな？と思いましたが美味し
くて大絶賛でした。

・いいアドバイスが多くて、絶対家でやってみます

・五感を大切に調理するという講師のお話。野菜の彩りの良さ

・普段から子どもと一緒に料理をしているが他の方と交えてやれた
のが子ども＆大人に、良い刺激となった

・子供達が食べてくれてて嬉しかったです。子供達切るのが大変だ
ったけど最後まで頑張っていた姿に嬉しくなりました。

・参加された子供たちが、積極的に食材を切ったり楽しそうに調理
していたのが見ていて嬉しくなりました。

・特別な調味料を使わず、肉や魚介類を入れなくても美味しい料理
がたくさん出来たこと。試食の間にフランスの食事について色々話
すことができたこと。）

・野菜本来の甘さを生かした味付けでこんなにもおいしくなるん
だ！とびっくりしました。また、食べ物の味を五感を使って、子ど
も自身が言語化できるようになることが大切というお話がとても有
意義でした

・外国の文化を子どもが触れ合うことができてよかった

９件の回答

アンケート結果詳細③
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Q8.『講演＆パネルディスカッション』 に参加された方は、心に残った
ことなど、感想をお聞かせください。
13件の回答

・調理員も食べている子どもの様子を見る。想いを語り合う事

・フランスにおいて給食をオーガニックにすることでコスト削減につ
ながったという事実に驚いた。

・フランスでは肉食の環境負荷について周知されている事が分かり、
さすがだと思いました。フランスと・日本では気候風土の違いも大き
いため有機栽培の難易度が違うこと、通年での食材提供の難しさを改
めて考えました。また、柳田さんのオーガニック給食ではなくてエシ
カル給食と表現を変えられた事に、共感しました。

・食育がに知育に役立つことが、そのとおりだな思いました。農家と
子どもたち、給食スタッフと子どもたちの交流がもっと増えると良い
なと思いました。

・素晴らしい講演、パネルディスカッションをありがとうございまし
た。給食調理員として、給食に携わっておりますが、オーガニック給
食を作りたい！と思っておりました。でも、昨日のお話しをきいて、
まずは、一つ一つ積み上げていくことが大事なことに気が付きまし
た。今の立ち場で、今できることをやっていこうと思いました。

・どこの地域でもオーガニック給食に出来る可能性があることが分か
り期待が持てました。

・有機の生産者としては、私たちのつくった野菜を、家庭環境にかか
わらず、全ての子どもたちに食べてもらえるということが、給食に有
機農産物を取り入れることの大切な意味だと思えます。フランスの事
例は、とても興味深いものでした。ありがとうございました！

アンケート結果詳細④
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Q8.回答続き

・有機農業の行き着く先が、食だけではなく自然環境に及ぼす事が理
解できた。また、フランスの給食事情が思いの外悪いことは知らなか
った。

・同じ考えや志をもってる方たちの話をきけたのがおもしろかった

・理想論ではなく、オーガニック給食実現に向けて、実際にやってき
たことを聞けたことがとてもよかった。フランスは進んでいると思っ
ていたので、日本と同じような状況からスタートしたことに驚きまし
た。と同時に、やれる！と勇気をいただきました。

・国や地域は関係なく、農業や給食のオーガニック化に出てくる問題
は同じということ。大切な事に気が付き興味を持ってくれる人達が少
しずつ増えている事の体感も同じ様だと感じました。

・海外の学校の給食は、加工食品を多用しているイメージがあったの
で今回のような取り組みをフランスでしていることが興味深かったで
す。地元の物で顔の見える人が作ってくれた食事をみんなで食べるこ
とは、子ども達にとってとても大事なことだとフランスの子供たちの
映像をみて改めて思いました。（安平町では、地元で生産された牛や
豚が町内のと畜場でと畜され加工されています。輸送にかかる環境負
荷などを考えると安平町内で生産から加工まで完結させることができ
るという点はもっとアピールしてもいいのに、、と個人的には考えて
います。そういう地域の特色についても子供たちが学べればいいの
に、、と改めて思いました。）

・イザベラさんがどんなプロセスを経て事業を実現したのかよくわか
った。日本でできないことを挙げればきりがないが、完璧ではないに
せよ実現できることを進めたみたいと思えた。/安平の平場の方の反
応はどんなものがあるのか知りたかった。地元栄養士さんがいたらも
っとよかった。

アンケート結果詳細⑤
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11件の回答
Q9.その他お気づきの点がありましたらご記入ください。

・連日素晴らしい会をありがとうございました！

・もう少し詳しく調理法を知りたかったのと、家でも作れるようにレ
シピがほしかったです。
有機と慣行という垣根を超えて、農作物の地産地消が進めば良いと思
いました。

・結果的にタイトなスケジュールに感じてしまう程、登壇者の皆さん
のお話が魅力的でした。良い機会をつくってくださりありがとうござ
いました！

・学校のみでなく、こども園の食費にも予算を付けてもらえるともっ
とオーガニックのものが使えるので、検討して頂きたい

・また、参加させていただきたいです。ありがとうございました。

・開催に関わって下さった方々には感謝します。タイムマネジメント
と、自分たちの情報発信に熱くなり過ぎ相互的に意見交換にまで当た
らなかったので、次回はその辺を修正していただきたいとおもいま
す。

・もっといっぱいやってもらいたいです。

・皆さん本当にお疲れ様でした。笑顔あふれる会だったと思います。
きておられる方々もキーパーソンも多く、とても前進したと思いま
す。きっと北海道全体が大きく変わる日も遠くはないと思いました。
それも皆さんの一歩ずつの積み重ねだと感じています。

・いつか余市で開催できたら嬉しいです！素晴らしい種まきの会をあ
りがとうございました！

アンケート結果詳細⑥



終わりに
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総評と課題

今後の展望

本事業は、安平町が推進する「オーガニックビレッジ」や「子どもにやさしいま
ちづくり」の理念を実践する場として、地域住民が一体となり持続可能な農業や
食文化について学ぶ貴重な機会となりました。
パネルディスカッションでは「食べることは命をいただくことであり、良い食は
次世代に引き継がれるべきもの」という共通認識がパネリスト間で確認され、未
来を見据えた食育やオーガニック給食の取り組みが地域社会にとっての重要な基
盤であることが再認識されました。
一方で、実現に向けての課題も浮き彫りになりました。特に、地域の理解や経済
面、農業者や学校との連携においてどのように「折り合い」をつけるかが大きな
課題です。これらの課題に取り組むには、急進的な変革ではなく、地域住民や関
係者と継続的な対話を重ね、丁寧かつ着実に推進するアプローチが求められてい
ます。

今後は、課題に向き合いつつ、持続可能な食育と農業の推進をさらに発展させる
ために、農業者や教育関係者と対話を重ね、実践的なワークショップやモデルケ
ースの創出を通して、地域全体に理解と共感を広げていくことを目指します。
具体例としては、テーマに沿った映画の上映会や、地元で生産された豆類や野菜
を使った親子・学校関係者向けのワークショップの開催、ディスカッションの実
施などです。こうした取り組みを積み重ねることで、未来を担う子どもたちに豊
かな食と環境を提供できるよう努めてまいります。

『未来につながる！地球にやさしい食卓への旅 』事業報告書

今年度の事業に関わってくださったすべての皆様に⼼から感謝申し上げます。 


